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－ 32 －（図表は 30 ページ）

１　坂東一の　剛の武者　義朝公に　従いて
　　武勲も高し　その名こそ　武州熊谷　直実公

２　寿永の昔　一の谷　敦盛討ちて　果敢なさに
　　吉水禅房　訪ねては　法然上人に　救い乞う

３　全て投げ捨て　縋りなば　そこに浄土の　花ぞ咲く
　　法然上人　膝下にて　念仏の功徳に　涙する

４　大原問答　危機に立つ　上人守る　斧持つも
　　かえりて教え　諫められ　「斧替名号」　授かりぬ

５　師の大恩に　感泣し　美作久米の　生誕地
　　屋敷の跡地　そのままに　誕生寺をば　建立す

６　尊き念仏の　み教えを　武蔵の民にも　分かつべく
　　「不背西方」の　逆さ馬　南無阿弥陀仏と　東行す

７　藤枝宿にて　蓮生坊　これを路銀の　代わりにと
　　質に入れたる　お念仏　阿弥陀ほとけに　化わりける

８　有縁無縁の　衆生をも　共に浄土へ　生まれんと
　　願いその名も　蓮生坊　上品上生の　願を立つ

９　坂東最初の　念仏道場　往生予告の　蓮生坊
　　たなびく紫雲や　芳香に　晴れて浄土に　生まれけり

10　武州熊谷　熊谷寺　坂東阿弥陀　ほとけとて
　　今も絶えざる　お念仏　なむや熊谷　蓮生坊

れんせいほっ し

蓮生法師和讃
漆　間　淳　郎　作詞
松　濤　　　基　補作
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（図表は 34 ページ）

１　ひたすらに　念いこめ

　　弥陀の名号　ただたのめ

　　本願他力の　救摂まつ

　　この身このまま　生き往くと

　　宣らせ給いて　八百年

　　　濁世に迷う　われらみな

　　　法然上人　讃えなん

２　ひたすらに　愚に還れ

　　一文不知の　身になして

　　弥陀の引接　蒙らん

　　この身このまま　生き往くと

　　告らせ給いて　八百年

　　　昏迷の世の　われらみな

　　　法然上人　讃えなん

３　ひたすらに　鑽仰す

　　光りまどかに　遍きて

　　浄土への道　示されり

　　行の易きを　よろこびぬ

　　仰ぎ慕いて　八百年

　　　念仏に生くる　われらいま

　　　法然上人　讃えなん

４　ひたすらに　顕彰す

　　光り輝く　御祖徳

　　月影いたらぬ　里はなし

　　心のままに　すみわたる

　　八百年の　大遠忌

　　　念仏に生くる　われらいま

　　　法然上人　讃えなん

宗祖法然上人八百年大遠忌和讃
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水　口　正　宏　作詞
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